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　全国協議会は東京マラソン 2023
チャリティの寄付先団体に選定されて
います。今回、新たに応募してくだ
さったランナーの中には、ドナー経験
者、ご家族・ご友人が骨髄移植経験者
という方もいらっしゃいます。その中
のお一人の応募理由を紹介いたします。
　「私の妻は MDS（骨髄異形成症候群）
を発症し、2 年ほど前に骨髄移植をし
ました。運よく骨髄移植ができ、順調
に回復しています。いままさに骨髄移
植を必要とされている方々の役に立て
ればと思い御団体を選択しました。走
ることが大好きな妻に代わって東京マ
ラソンを走りたいです」
　他にも、コロナ禍のため東京マラソ
ン 2020 には参加できなかったチャリ
ティランナーの方も多数出走します。
3 月 5 日（日）の大会当日はランナー
の皆さんの晴れやかなフィニッシュを
願い、応援をよろしくお願いします！
　大会詳細は「東京マラソン 2023 ウェ
ブサイト（チャリティページ）」をご
覧ください。
https://www.marathon.tokyo/
charity/

　全国協議会の第 12 期役員選考に関して、田中重勝理事長が 5 人の役員選
考委員を委嘱しました。第 1 回役員選考委員会が 2022 年 12 月 16 日（金）
に開催され、互選により野村正満氏が委員長に選出されました。「役員選考規
程」に基づき第 12 期役員の選考を行いますので、下記の通り告示します。

全国協議会第 12 期役員選考告示 東京マラソン 2023 チャリティランナー
の応援をよろしくお願いします！

2023 年 1 月 16 日
役員選考委員会委員長 野村 正満

特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会
第 12 期　役員選考のための第 1 回告示

1．役員選考委員会
委員長：野村正満　　委員：大谷貴子、三瓶和義、水谷久美、上江洲富夫

2．役員の任期
2023 年 7 月 1 日～2025 年 6 月 30 日

3．役員の種別と員数

4．役員選考日程
第 1 回告示　　2023 年 1 月 16 日（月）ホームページに役員選考告示を掲載（全国協議会ニュース 2 月号にも掲載）

　＊役員の推薦書、公募理事の立候補届などの配布
役員推薦書、立候補届の受付開始　　　2023 年 1 月 23 日（月）
役員推薦書、立候補届の締め切り　　　2023 年 3 月 1 日（水）必着
第 2 回告示　　2023 年 3 月 20 日（月）ホームページに役員選考結果を掲載（全国協議会ニュース 4 月号にも掲載）
全国骨髄バンク推進連絡協議会総会　　2023 年 5 月 28 日（日）役員選任

6．役員推薦書、立候補届の注意事項
（1） 必ず所定の届出書に記入して提出してください。届出書は下記の役員選考委員会事務局に請求するか、ホームページか

らダウンロードしてください。
　（2） 届出書に押印のうえ推薦書、立候補届を必ず簡易書留など追跡ができる方法で送付してください。
　（3） 役員推薦に必要な推薦者（団体）の数は、会長 3 団体以上、副会長 2 団体以上、監事 1 団体以上、全国区推薦理事 1 団

体以上、地区推薦理事 地区内 1 団体以上です。公募理事に推薦者は不要です。
　（4） 役員推薦にあたっては、原則として候補者本人の内諾を得たうえで推薦してください。但し、会長、副会長、監事につ

いては内諾がなくても受け付けます。 以上

＜連絡先・書類送付先：役員選考委員会事務局＞
〒 1010031　千代田区東神田 134　KT ビル 3 階　全国骨髄バンク推進連絡協議会内

会　長 1名
副会長 3名
理　事 14名

（正会員の推薦を要する理事
　全国区3名、地区8名、
　推薦を要しない公募理事3名）
監　事 2名

理事の地区定数
北海道  1名
東　北  1名
関東甲信越 2名
東海北陸  1名
近　畿  1名
中四国  1名
九　州  1名 　計 8名

5．認定特定非営利活動法人の役員の条件について
　特定非営利活動促進法の定めにより、次のいずれかに該当する方
は、役員に就くことはできません（以下、特定非営利活動促進法より）。
第二十条（役員の欠格事由）
　次の各号のいずれかに該当する者は、特定非営利活動法人の役員
になることができない。
　一 成年被後見人又は被保佐人
　二 破産者で復権を得ないもの
　三  禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わった日又はその執行

を受けることがなくなった日から二年を経過しない者
　四  この法律若しくは暴力団員による不当な行為の防止等に関する

法律の規定（同法第三十二条の三第七項及び第三十二条の十一
第一項の規定を除く。法第四十七条第一号ハにおいて同じ。）
に違反したことにより、又は刑法第二百四条［傷害］、第
二百六条［傷害及び傷害致死の現場助勢］、第二百八条［暴行］、
第二百八条の 2［凶器準備集合及び結集］、第二百二十二条［脅
迫］若しくは第二百四十七条［背任］の罪若しくは暴力行為等
処罰に関する法律の罪を犯したことにより、罰金の刑に処せら
れ、その執行を終わった日又はその執行を受けることがなく
なった日から 2 年を経過しない者

　五 暴力団の構成員等
　六  法第四十三条の規定により設立の認証を取り消された特定非営

利活動法人の解散当時の役員で、設立の認証を取り消された日
から五年を経過しない者

第二十一条（役員の親族等の排除）
　役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは
三親等以内の親族が一人を超えて含まれ、又は当該役員並びにその
配偶者及び三親等以内の親族が役員の総数の三分の一を超えて含ま

れることになってはならない。
第四十七条　（欠格事由）
　第四十五条の規定にかかわらず、次のいずれかに該当する特定非
営利活動法人は、第四十四条第一項の認定を受けることができない。
　一 その役員のうちに、次のいずれかに該当する者があるもの
　イ  認定特定非営利活動法人が第六十七条第一項若しくは第二項の

規定により第四十四条第一項の認定を取り消された場合又は特
例認定特定非営利活動法人が第六十七条第三項において準用す
る同条第一項若しくは第二項の規定により第五十八条第一項の
特例認定を取り消された場合において、その取消しの原因と
なった事実があった日以前一年内に当該認定特定非営利活動法
人又は当該特例認定特定非営利活動法人のその業務を行う理事
であった者でその取消しの日から五年を経過しないもの

　ロ  禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わった日又はその執行
を受けることがなくなった日から五年を経過しない者

　ハ  この法律若しくは暴力団員による不当な行為の防止等に関する
法律の規定に違反したことにより、若しくは刑法第二百四条、
第二百六条、第二百八条、第二百八条の二、第二百二十二条若
しくは第二百四十七条の罪若しくは暴力行為等処罰に関する法
律の罪を犯したことにより、又は国税若しくは地方税に関する
法律中偽りその他不正の行為により国税若しくは地方税を免
れ、納付せず、若しくはこれらの税の還付を受け、若しくはこ
れらの違反行為をしようとすることに関する罪を定めた規定に
違反したことにより、罰金の刑に処せられ、その執行を終わっ
た日又はその執行を受けることがなくなった日から五年を経過
しない者

　ニ  暴力団の構成員等

《MONTHLY JMDP（1 月 13 日発行）より抜粋》

■日本骨髄バンクの現状（2022 年 12 月末現在）

※（　）内は末梢血幹細胞移植の実施数（国際間含む）

■12 月の区分別ドナー登録者数
献血ルーム／ 610 人、献血併行型集団登録会／ 2,097 人、
集団登録会／ 0人、その他／ 44 人

■12 月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10 代　3,760 人／ 20 代　87,369 人／ 30 代　135,972 人
40 代　218,075 人／ 50 代　98,518 人

■ 12 月の 20 歳未満の登録者 307 人
■  12 月末までの末梢血幹細胞移植（PBSCT）累計

数：1,713 件（国内ドナー→国内患者）
注）数値は速報値のため訂正されることがあります。

11 月 12月 現在数 累計数
ドナー登録者数 3,072 2,751 543,694 914,450
患者登録者数 184 187 1,685 65,688

移 植 例 数 79
（27）

68
（19） ― 27,283

（1,764）

骨髄バンクの最新情報をお知らせする

骨髄バンク NOW
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「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により、→

　第一生命保険株式会社が主催する
第 74 回「保健文化賞」の表彰式が、
昨年 12 月 13 日（火）に都内の明
治記念館で行われ、埼玉骨髄バンク
推進連絡会を含む 10 団体と 5 人の
個人が表彰されました。

■ 「保健文化賞」とは
　「保健文化賞」は、戦後の衛生環境が
悪化する中で、保健衛生向上のために役
に立ちたいとの思いから 1950 年に主催
者が創設したもので、厚生労働省や朝日
新聞、NHK が後援するほか、天皇陛下
への拝謁もセットされた由緒ある賞です。
　2022 年度までの受賞者数は、722 団
体、個人 372 人、合わせて 1,094 件に
のぼり、骨髄バンク関係者では第 60 回
の大谷貴子さん、第 71 回の石川県「い
しかわ骨髄バンク推進・はとの会」、第
72 回の「高知県骨髄バンク推進協議会」
があります。
■ 応募の動機と推薦
　今回の応募は、当会役員・谷川さん
のご家族の方からの勧めによります。

　応募には埼玉県の推薦が必要で、昨
年 3 月に当会の活動の詳細を記載した
応募資料を県に提出し、県からは当会
の活動を高く評価する推薦文を添えて
いただきました。この推薦文が受賞決
定の大きな要因になったと思われ、感
謝に堪えません。
■ 表彰式と拝謁
　表彰式は昨年 12 月 13 日（火）の
17 時から行われ、受賞者には、厚生
労働大臣から表彰状、主催者から感謝
状と賞金（団体 200 万円、個人 100
万円）、朝日新聞・NHK の厚生文化事
業団からは記念品が贈呈され（写真
①）、その後記念写真（写真②）を撮っ
て終了でした。通常は、終了後に祝賀
会があるそうですが、コロナ禍のため

行われませんでした（残念！）。
　翌 14 日（水）の夕刻、受賞者は皇
居に招かれ、長和殿前で記念撮影。そ
の後、皇居内を見学し、17 時ごろ御
所に移って陛下からお祝いと激励の言
葉をいただき、さらに受賞者個々への
声掛けがありました。
　「骨髄バンクはいかがですか」の陛
下の問いに、コロナ禍で減少したド
ナー登録も回復しつつあることをお伝
えしました。
　終了後、どら焼き風の菊の紋の入っ
たお菓子をお土産に頂き帰宅しまし
た。大谷さんの時は、金平糖だったこ
とを思い出しました。
■ 賞金 200 万円の使途
　賞金の使途について、1 月の定例会
で私から「バンクの発展と患者支援に
使用する特別会計」扱いの提案を行い、
5 月の総会までに結論を出すことにな
りました。
　「保健文化賞」に関しては、主催者

（第一生命）のホームページに詳細が
ありますので、参照してください。

（埼玉骨髄バンク推進連絡会
会長　笠原慶一）

　12 月 16 日（金）日本骨髄バンク主
催の都道府県担当者会議が Web 開催
され、全国の自治体の骨髄バンク担当
者が参加しました。厚労省移植医療対
策室西嶋康浩室長の挨拶では「若年層
ドナー登録者の確保」「ドナー休暇・
助成制度の導入促進」「骨髄バンク推
進連絡協議会の設置・開催」をお願い
したいとあり、ドナー休暇は産業振興
局と連携し推進、ドナー助成制度は実
施県の具体例を挙げ、県の事業として
取り組んでほしいなど、掘り下げた話
がありました。日本骨髄バンクからの
報告と要請の概要をお知らせします。
　①骨髄バンクの現状と課題：2021
年度の移植率は 55.4％に留まってい
る。コーディネート期間の長さを理由
に骨髄バンクを介した移植をやめるこ
とが有ってはいけない。若年ドナー登
録者獲得のため学校での登録会・語り
べ講演会の開催、応諾率向上のために
は提供しやすい環境整備が必要。ド

ナー登録者の転居先確認のため SMS
の利用、日赤の協力を得て変更手続き
の促進を行っている。
　②ドナー休暇・公欠の推進：導入し
た企業には社会貢献の PR が出来るな
どのメリットがある。福岡県では骨髄
ドナー公欠制度の導入を大学に働きか
けている。文書送付後に電話協議を行
い、県立大学 3 校すべてが導入。
　③骨髄バンク推進連絡協議会の現
状：関係機関の情報交換や課題、事業
推進について協議するため設置・開催
してほしい。
　④若年層ドナー登録の推進：学校で
の登録会が効果的である。献血を行っ
ているすべての学校での併行登録会開
催に協力願いたい。
　⑤ドナー登録説明員養成講座が 20
都道府県で実施されている。他県でも
募集に力を貸してほしい。
　⑥アイデアフェスについて：昨年の
全国大会で行ったアイデアフェスのポ

　令和 5 年度政府予算案で、厚生労働
省「造血幹細胞移植対策費」として、
前年度と同額の 24 億が計上されまし
た。造血幹細胞の適切な提供の推進を
図るため、若年層の骨髄等ドナー登録
者や臍帯血の確保、コーディネート期
間短縮の取組、移植患者のフォロー
アップ体制の構築を行うとともに骨髄
バンク・臍帯血バンクの安定的な運営
を支援するための補助金です。
　①骨髄バンク運営費 4.9 億円 ②骨髄
データバンク登録費（HLA 検査、デー
タ登録・管理）6.5 億円 ③臍帯血バン
ク運営費 6.2 億円 ④患者・ドナー情報
登録支援事業 7700 万円 ⑤造血幹細胞
提供支援機関事業 1.9 億円 ⑥造血幹細
胞移植医療体制整備事業 4.1 億円
　その他、移植医療研究推進費として
1.6 億円を計上。

「保健文化賞を受賞しました 〜埼玉骨髄バンク推進連絡会〜」

令和5年度政府予算案

都道府県骨髄バンク担当者開催
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••

写真②写真①

スターを作成した。高校、大学などで
ポスターを掲示してほしい。
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確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

　12月24日（土）山形市食糧会館にて、
「2022 医療講演会『未来につなぐ 命
と心のバトン』」を開催することが出
来ました。
　2019 年 11 月の運営委員会から会議
をスタートし、25 周年記念誌の発行、
記念式典＆医療講演会、「いのちの輝
き展」リレー展も同時開催、さらに、
東北ブロックセミナーもコラボしたら
どうかなど、話し合ってきました。
　具体的な話し合いを進めた矢先、新
型コロナウイルスのニュース…当初、
他山の石としか思えなかったのです
が、日本中が…山形県でも感染者が多
数出てきました。25 周年記念「いのち
の贈り物」を2022年1月1日に発行し、
2 月 19 日に記念式典＆医療講演会「多
様化する造血細胞移植」を開催するた
め準備を進めていましたが、またも全

国で新型コロナ感染拡大の報道。結
局、記念誌を会員や多くの皆さんに発
送することで涙を呑みました。
　でも、あきらめきれない私は、5 月
の「2022 全国骨髄バンクボランティ
アの集い in 東京」を Zoom で拝見し、
どのような状況でも患者さんは闘って
いる。生きたいと待っているあの子の
笑顔が脳裏を離れなくなりました。救
える手立てがあるのにと。
　6 月 5 日の総会で、医療講演会「未
来につなぐ 命と心のバトン」の開催
を承認いただきました。しかし開催日
をクリスマスイブの日に設定したこと
で、多くの方々から「なんでイブの
日？」とお叱りをいただきました。
　今年度は普及啓発に力を入れようと
考え、語り部事業を創設し高等学校、
企業、ライオンズクラブさん等で、骨
髄提供者、元患者家族が講演させてい
ただきました。
　そして、一大イベントとして位置付
けた医療講演会、夏になったら、秋に
は…と思いながら準備をする私たちを
あざ笑うように、コロナ感染は収まり

ません。むしろ、昨年より桁違いの数
字が毎日、ニュース速報で流れます。
でも、私の頭には「中止」の 2 文字は
浮かびませんでした。
　ところが何ということでしょう。空
は晴れ渡っていますが、前夜からの大
雪で当日の山形市積雪 50cm。各地の
参加申し込みをされた多くの皆さんか
らキャンセルの連絡がありました。悩
みましたが開催することに決定。現地
参加 51 人でした。
　当日は、山形学院高等学校の先生 2
人、生徒さん 6 人がボランティアとし
て参加してくださいました。青年会議
所ブロック協議会の皆さんが Zoom な
どの機材を担当し、参加できなかった
方には後日見逃し配信をご覧いただけ
るようにいたしました。
　反省すべき点は、開催日、広報の仕
方に一考が必要と思いました。
　また、東北ブロックセミナーを午前
中に開催しましたが、参加者が少な
く、クリスマスイブに日程設定したこ
とが失敗だったと、大いに反省してい
るところです。
（骨髄バンクを支援するやまがたの会

　会長　小野寺南波子）

　造血細胞移植看護に長く携われ、移
植患者さんに寄り添い、また、後継者
の育成にも尽力された尾上さんに多様
な視点から移植医療について 3 回に
わたってご寄稿いただきます。

第 1 回 医療従事者としての関わり
を振り返って

　もう 40 年以上も前の事ですが「白
血病は治るんだよ」という、血液内科
医師との衝撃的な会話の 5 年後に私は
移植病棟に勤務異動ができていました。
　当時、骨髄移植は非常に清浄度の高

い無菌室と呼ばれる個室にて行われ、
患者さんはその中で、たった一人で頑
張っていました。医師が入室するのは
週にたった一度だけ（施設によりその
基準は異なっていましたが）、そのた
め移植ができるのは 30 代位までとさ
え言われていたほどです。大量の化学
療法、その後の骨髄液の移植、そして
白血球が増えてくるまでの 3～4 週間
を頑張り抜くのですから、非常に辛い
治療であったかと思います。
　しかし、完全無菌室にしなくても感
染予防は可能であり、むしろその方が
タイムリーな患者ケアが出来るので、
完全無菌は必要ではなく、呼称も移植
病室へと変わりました。確か 1998 年
頃だったかと思います。私自身も米国
シアトルの病院見学研修に行き実感し
てきましたが、これは正に “ 無菌管理
の効率化 ” そのものであったかと思い
ます。医師も看護師も皆、必要な時に
入室して患者さんのケアをする。文字
通り「傍にあって支えたい」という看

護師の思いが実践出来るようになった
のです。
　身体を動かすのも辛い時には排泄介
助はもちろん、清拭や内服の介助、そ
して退屈そうな時には外の話題も伝え
てあげる、という当たり前のケアが普
通に出来る事がとても嬉しかったのを
覚えています。
　また、移植看護の中で一番嬉しかっ
た事は、白血球が 500 になった事を患
者さんに知らせる役割をさせてもらえ
た時でした。患者さんと一緒に喜んだ
事、「よく頑張ったね」と心から褒め
てあげて、自分自身もとても誇らしい
気持ちになったものでした。
　移植医療は、感染管理が第一に求め
られるため、その対策や医療者の行動
がとても大事ですが、その一方で骨髄
を提供して下さったドナーさんを含め
た多くの人々のチームワークで成り
立っている医療である事を改めて実感
しています。

医療講演会「未来につなぐ 命と心のバトン」開催

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

造血幹細胞移植医療を思う

尾上裕子（おがみ　ゆうこ）

元東京大学医科学研究所附属病
院看護部長
血液内科師長を経て看護部長へ
全国移植看護ネットワークを有
志と共に立ち上げ代表を務めた
2020年度造血細胞移植学会功
労賞受賞

シ   リ   ー   ズ   
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昨年 11 月 26 日（土）、コロナのた
め 3 年ぶりとなった骨髄バンクチャリ
ティ「コンサートと落語会」を成田市
文化芸術センターで、成田市様、新勝
寺様、商店街の皆様、他多数の皆様の
ご支援を受けて、全国協議会との共催
で開催しました。コロナ対策を十分に
取り多くのお客様にお越しいただきま
した。
　前半は千葉の会独自となっている

「落語会」です。ドナー体験者でもあ
る真打桂右

う

女
め

助
すけ

師匠（写真左）と古今
亭松ぼっくりさんにお腹の底から笑え
る噺をしていただきました。
　合間の対談では、右女助師匠の司会
で 松 岡 一

いっ

成
せい

さ ん（ 移 植 体 験 者、
TOKYO VERDY の 3 人制のバスケッ
トボール選手）と樋口拓己さん（骨髄
及び末梢血幹細胞提供者）に登壇いた
だき行いました。お客様からは「骨髄
バンクのことが良く分かった」、「参加
者の聞きたいことを司会がうまく引き
出していて満足でした」等の感想をい
ただきました。
　後半は「ピアノ三重奏の調べ」で、

三戸素子さん（ヴァイオリン）、小澤
洋介さん（チェロ）、高田匡

まさ

隆
たか

さん（ピ
アノ）がベートーヴェン「大公」等を
演奏くださいました。皆さん心に響く
音楽を十分に堪能いただけたことと思
います。 （千葉骨髄バンク推進連絡会

会長　梅田正造）

　姫路地区骨髄バンク推進センターが
毎年主催していた骨髄バンク支援「ク
リスマスコンサート」は、6 年前から
若い世代の人たちに骨髄バンクを知っ
ていただくため、播磨地区の高校生を
対象としたコンテストに内容を変えて
開催しています。
　昨年 12 月 25 日（日）、アクリエひ
めじで開催しました。今回は、コロナ
禍になってから久しぶりに観客の入場
も可能としたコンテストとなりました。
　当初 12 校の出場予定がコロナの影

響で 3 校が参加できませんでしたが、
高校生の元気あふれる演奏の後、骨髄
バンクについての DVD を見ながら、
担当者が入場者全員に配布した「チャ
ンス」に基づき説明を行いました。
　最後に、2022 年コンテストで優勝
した姫路市立琴

ことがおか

丘高校の生徒さんが
神戸新聞のインタビューを受け「18
歳になったら親と相談してドナー登録
を考えたい」と話してくださいました。
　若い世代の人たちに骨髄バンクや献
血の冊子を配布する機会が多くない
中、これからもこのようなイベントを
行っていきたいので、今年も多くの若
い世代の方に参加していただけるクリ
スマスコンサートを計画していきます。
（姫路地区骨髄バンク推進センター

濱田惠子）

各地のたよりを
写真を添えて
お寄せください。

各各地た地地たたの 写真を添えてり各地たの り
たたたたたたたたたたた
りりりりよよ



観客も入場
クリスマスコンサート開催

兵庫

全国協議会が地域ごとに開催してい
るブロックセミナーの今年度最初は東
北地区で開催されました。

12 月 24 日（土）、山形市食糧会館
において東北地区ブロックセミナーを
開催しました。暴風雪で JR が運休す
る中での開催となり、3 団体のみ参加
で若干寂しいセミナーになりました
が、各団体とも、コロナ禍でも工夫を

凝らして活動を行なっていることが報
告されました。
　山形では昨年の設立 25 周年記念誌
の発行や登録説明員の研修、登録会や

「マモのメッセージ展」など、新会員
も迎え精力的に活動しています。
　石巻では長年にわたって協力体制が
できている石巻イオンでの「いのちの
輝き展」の企画などの活動も報告され、
マネージャーの転勤などで途切れがち
になる私たち秋田の会にとって大きな

ヒントをいただきました。
　また、やまがたの会の副会長でもあ
る県議の方から、日赤が登録や普及啓
発の主体となればもっと効率的にやれ
る、必要であれば県議会から国への要
望もするし、他の自治体に骨髄バンク
を応援する議連があれば連携したいと
の力強い発言がありました。
　コロナが収まり宿泊付きのブロック
セミナーが再開できる日を楽しみにして
います。 （東北地区担当理事　菅早苗）

3 年ぶりに
「コンサートと落語会」開催

千葉

ブロックセミナー開催 ❶

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

活動資金の支援を
お願いします

口座名：特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

銀行口座　三井住友銀行　新宿通支店
普通　5666655

郵便振替口座　00150-4-15754

●一般
株式会社エアネット
 現金 572,400 円
三井化学株式会社
 現金 200,000 円
ちびっとワンコイン
 現金 200,000 円
藤波　敬子 現金 10,000 円
福島　光宏 現金 100,000 円
秋田　智 現金 20,000 円
竹内　翼 現金 5,000 円
陳　惠珍 現金 2,000 円
匿名 現金 10,000 円
匿名 現金 1,000 円
●佐藤きち子造血細胞移植患者支援基金
東京港南マリーンロータリークラブ

 現金 39,977 円
塩谷　泰人 現金 1,000 円
筒井　肇 現金 1,000 円
日根　和美 現金 10,000 円
本田　真奈美 現金 5,000 円
大原記念倉敷中央医療機構（募金箱）
 現金 12,705 円
●こうのとりマリーン支援基金
東京港南マリーンロータリークラブ
 現金 35,000 円
●募金箱
株式会社　クスリのアオキ
 現金 1,466,832 円
株式会社　マルト商事
 現金 72,632 円
株式会社　ナルックス

 現金 50,844 円
株式会社　フクヤ
 現金 260 円
札幌北楡病院 現金 5,600 円
イオン九州株式会社イオン都城店
 現金 8,700 円
設計工房　夢家 現金 3,000 円
理想科学工業株式会社東京第一営業所
 現金 1,041 円
ケンコウ調剤薬局
 現金 9,657 円
●つながる募金
 現金 15,400 円
●キモチと。
 現金 767 円

心からのご寄付に感謝申し上げます ●12月21日～1月20日（敬称略）


